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例会報告 
第２６３０地区 岐阜県 濃飛分区  創立１９６６年１月１５日 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０      ●会 長   門前 庄次郎 

●例会場 高山市花里町 3-33-3 TEL 34-3988 ●幹 事   田中 正躬 

     大垣共立銀行 高山支店 ４Ｆ ●会報委員長    黒木 正人  

                               

 

   インスピレーションになろう 

｢おなじ星を見ていた - ギアリンクスの架ける虹 -｣より 

ほたるの海    内田 新哉 

高山西ロータリークラブ 

8月26日（日）、飛騨高山ビックアリーナにおいて恒例の『高山

西ロータリークラブ杯争奪高山市ソフトミニバレーボール選手権

大会』が開催されました。今回は70 回の記念大会という事で、当

日多目的ルームにおいて食事を摂り、続けて選手の皆さんの試合を

観戦する例会を行いました。 

 

＜会長の時間＞ 
本日は第 70 回目の『高山西ロータリ

ークラブ杯争奪高山市ソフトミニバレ

ーボール選手権大会』と言う事で。例会

を大会開催場所の飛騨高山ビックアリ

ーナにて行わせて頂きます。 

 この大会は、歴史を重ねて70回目と言う事で、年2回の開催で

すからスタートされて35 年も続けて頂いています。今まで関わっ

て頂いた関係者の皆様には改めて感謝を申し上げます。 

また、私ども西ロータリークラブが関わり共催させて頂いたのは

第７回からなので、もう30 年以上関わらせて頂いております。こ

の大会は歴史ある大会になっておりますので、これからも良い形で

協力させて頂きたいと思っています。 

そして今回は70 回と言う節目でも有り、いろんな方にソフトミ

ニバレーを知って頂き、すそ野を拡げたいと言う思いの中で、市の

担当者、選手会、スポーツ推進委員の皆さんに相談させて頂き、講

習会の要素を含めた初心者向けの「ソフトミニの集い（交流会）」

を開催して頂きました。初めての試みと言う事も有り、残念ながら

参加者は少ないようですが、こう言った取り組みは続けて行けると

良いなと思いますし、ソフトミニバレーの競技人口が増えて行き、

ますます盛り上がって行く事を期待したいと思います。 

当クラブのメンバーもソフトミニの集いの方には10 人ほど参加

して頂いており、午前中の講習会も楽しく終えたところです。午後

からは試合形式の交流会になりますので、楽しんで頂きたいと思い

ます。例会に出席頂いた皆様には、試合を観戦いただく時間も設け

ておりますので、選手の皆さんの活躍ぶりを楽しんで頂きたいと思

っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日の『ストレッチ体操』は、高山市スポーツ推進委員の 

二ツ寺 弥寿子 様と鈴木 あゆ美 様のお二方のご指導の下 

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

高山市におけるソフトミニバレーボールの歩み 

高山市ソフトミニバレーボール選手会   会長 堤 宣得 様 

昭和56年3月に第1回高山市ソフトミニバレーボール大会が開催

されて、今回70回目を迎えることが出来ました。 

高山市スポーツ推進委員会の前身である高山市体育指導 

委員会によって、家庭婦人・実年層をターゲットとして、「何か

楽しい種目がないか」をテーマに調査研究がなされ、独自の競技

ルールを考案し、このスポーツが生まれました。 

第 1 回の「家族の部」、「家庭婦人の部」2の部門から開催し、 

年齢構成、男女構成を考慮検討しながら、現在は大会によって異な 

りますが、女性 4 部門、男性 1 部門、混合1 部門として、大会を 

行っております。 

高山市ソフトミニバレーボール大会は、第7 回から現在に至る 

まで高山西ロータリークラブ様の協賛を得て大会を開催しており 

ます。長きにわたりご支援いただきまして誠にありがとうござい 

ます。 

ソフトミニバレーボールとは｢楽しく健康づくりができる｢適 

度な運動量である」「安全性が高い」「ルールが簡単」｢幅の広 

い年齢層が参加出来る」という特徴があります。 

今大会には、40 チーム、約 190 人が参加され、下は 17才から

、ビューティーの部（女性 60才以上）では最高 73才、チーム平均  

66.7 才の方が、マックスの部（男性年齢制限なし）では最高 59

オの方が、ウルトラの部（女性年齢制限なし）では年齢 51才差の 

祖母と孫が一緒にプレーする姿が見られました。 

年々、選手層の高齢化が進んでいますが、もっとソフトミニバ 

レーボールを知っていただき、誰でも気軽に楽しくプレー出来る 

よう今後も活動していきたいと思います。 

ソフトミニバレーボールをご理解いただき、今後もご支援ご 

協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。ありがとう

ございました。 

 

第70回高山市ソフトミニバレーボール大会 
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メインアリーナにて、選手の皆さんの熱戦と、観戦する会員 

10:30よりサブアリーナにて、都竹 真澄 会長はじめ高山市スポーツ推進委

員会の皆様のご指導で開催された「高山西ロータリークラブ杯争奪高山市ソ

フトミニバレーボール選手権大会」70回記念事業『ソフトミニの集い』。 

9:00 からの開会式には門前会長、田中幹事、黒木会報

委員長、大村社会奉仕・ヘルス委員長の 4 名が来賓と

して参列しました。 

午前は練習、午後は交流試合と、一日みっちり汗をかきました。 
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